
1。 本予選会の試合・審判の方法は「新型コロナウイルス感染症が終息す

るまでは暫定的な試合・審判法」を適用する。

2.試合時間の短縮、延長戦は区切って行い休憩を取り入れる等、マスク

着用による熱中症対策を積極的に取り入れる。

3.全剣連ガイドラインに従い、試合者は、鍔競り合いを避ける。やむを

得ず鍔競り合いとなった場合は、すぐに分かれるか引き技を出し、掛

け声は出さない (引 き技時の発声は認める)。 審判員は鍔競り合いを解

消しない場合は、ただちに「分かれ」を宣告する。

4.審判員の試合場への入退場の際は、 1メ ートル以上の間隔を空けて行

ない、副審は試合開始線の外側を通り定位置まで進む。(別添 1)

5。 合議は 1メ ートル以上の間隔を空けて行う。(別添 2)

6.試合終了後に当該試合の反省を行う場合は、1メ ートル以上の間隔を

空ける。

7.審判員は、試合時マスクを着用する。また、各自の審判旗を持参して

使用する:各試合会場の審判員控席にアルコール除菌液を設置し、手

指消毒を行う。

【その他】

1.審判会議室や審判員控室が密集状態になることを避ける。

2.試合会場では常に換気を行う。可能であれば送風機を設置する。

3.主催者は、多くの人が触れる用具、箇所 (ドアノブなど)を定期的に

消毒する。また、施設内トイレの出入口にアルコール除菌液とベーパ

ータオルを設置する。

4.選手は、食事の空箱等、持参した物、ごみは必ず持ち帰る。

5。 大会終了後 2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合

は、主催者に対して速やかに濃厚接触者の有無等について報告する。

6.上記 4か ら5について、観戦者にも協力を求める。

7.観戦者に関する留意事項、協力事

8.項をあらかじめ作成し、配布、徹底する。
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以上


